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井野元智恵 東海大学・医学部・講師 

 

研究要旨 

  GH 分泌異常症(小児)を担当する上記のメンバーであるチームリーダーおよび分担者が成長ホルモン分泌

不全性低身長症についての CQに対する解説文を作成した。さらに、平成 30年度に本研究班が改訂した成長

ホルモン分泌不全性低身長症の診断と治療の手引きのさらなる改訂を行った。また、本疾患に関しては特に

トランジション期に焦点をあてて、レジストリ研究を継続している。 

 

Ａ．研究目的 

Minds診療ガイドラインに準拠したGH分泌異常

症（小児）・成長ホルモン分泌不全性低身長症の

新しい診断ガイドラインの作成、および疾患の診

療について、新たなエビデンス創出を目標として

疾患レジストリを策定する。 

 

Ｂ．研究方法 

GH分泌異常症（小児）を担当する上記のチーム

リーダーおよび分担者が、最新の文献を参考にし

て、作成したCQに対する解説文を作成した。 

また、平成30年に改訂した診断と治療の手引きの

さらなる改訂を行った。また、成長ホルモン分泌

不全性低身長の疾患レジストリ研究は前年より継

続した。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

本疾患に罹患中、糖尿病の合併の際に、成長ホ

ルモン治療中止を推奨するか、というCQであっ

た。2022年3月に成長ホルモン治療において糖尿

病が禁忌から外れたことを受け、本CQ、解説文は

取り下げ、成長ホルモン治療と糖尿病の関連性に

ついての過去の経緯、今後の留意事項を記載する

に留めた。診断と治療の手引きには、診断基準に

変更はないものの、附記として頭蓋内器質性疾患

治療後などには，GH分泌不全が生じているにもか
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かわらず，成長が保たれる現象”Growth without 

growth hormone”について記載した。さらに、成

長障害の定義として、両親の身長から計算する

Target heightから明らかに身長SDが低い場合に

は精査の対象とする考え方についても附記した。

また、治療については、週1回注射の長時間作用

型成長ホルモン製剤についての記載を加えた。疾

患レジストリに関しては、小児期から成人期に移

行するトランジション期に焦点をあててレジスト

リを再度検討した。 

 

Ｄ．考察 

GH分泌異常症(小児)・成長ホルモン分泌不全性

低身長症の診断と治療の手引きを新しい知見に基

づいて改訂することができた。さらに、新しく改

訂創出に繋がる疾患レジストリを構築して、運用

を開始することができた。 

 

Ｅ．結論 

 GH分泌異常症（小児）・成長ホルモン分泌不全

性低身長症の診断と治療の手引を、新たな知見を

加えて、診療ガイドラインとして改訂した。さら

に新たな知見を得るため、本疾患のレジストリを

構築し、引き続き運用を進めていく。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  略 

 

G. 研究発表 
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2022 
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Y, Shimizu S, Nakao T, Mimori K, Haga C, 
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Macroscopic characteristics of the 

native liver in children with MPV17-

related mitochondrial DNA depletion 
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Liver Transplantation? Liver 

Transpl.  28(3):497-500, 2002 
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Vlachopapadopoulou E, Ibáñez L, Carlsson 
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Grimberg A. Safety and efficacy of 
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results from the full KIGS cohort. J 
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Tüysüz B, Shirakawa T, Dateki S, Claus 

LR, van Eerde AM; Genomics England 

Research Consortium, Smol T, Devisme L, 
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2022 
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Cancers (Basel). 14(17): 4324, 2022 
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Morphol. Oct 17. 
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（和文） 

1. 水野晴夫. 【小児科学レビュー最新主要文献

とガイドライン】内分泌疾患 成長障害. 小

児科臨床. 総合医学社. 東京 75(4):533-

538, 2022 

2. 伊達木澄人 小児の治療指針, 複合型下垂体

ホルモン分泌不全症（尿崩症を含む） 小児科

診療 増刊号 診断と治療社, 東京, Vol 86 

p566-569, 2023. 
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3. 伊達木澄人 小児内分泌疾患 up to date 成長

ホルモン分泌不全性低身長症の原因と治療 

小児科 金原出版, 東京, Vol 63 p728-733, 

2022 

4. 西岡宏. 下垂体腫瘍の WHO 2022 新分類. 脳神

経外科学レビュー2023-24. 新井 一, 斎藤延

人, 若林俊彦(編). 総合医学社. p43-47, 

2022 

5. 西岡宏, 島津章. 総説. 成人成長ホルモン分

泌不全症 -脳神経外科医のための診断と治療

の実践ガイド-. 脳外誌 31(5)：313-322, 2022 

6. 西岡宏.内視鏡下拡大経鼻手術. 脳外誌

31(Supplement 2)：8-14, 2022 

7. 西岡宏. 続発性中枢性性線機能低下症の病因

と診断. 男性の性線機能低下症ガイドライン

2022. 日本内分泌学会雑誌. 98: Suppl.np1-

140, 2022 

8. 大月道夫. 閉経後の高プロラクチン血症に対

する治療の必要性．特集 高齢者の糖尿病・

内分泌代謝疾患マネージメント．糖尿病・内

分泌代謝科，Vol.55, No. 3, 323-326, 2022 

9. 大月道夫. 成人成長ホルモン分泌不全症と肥

満．総説企画：内分泌疾患と肥満．肥満研

究，Vol. 28 No. 3, 112-116，2022 

10. 大月道夫. 免疫チェックポイント阻害薬によ

る内分泌障害．特集 プライマリ・ケアにも

役立つ続発性内分泌代謝異常の診断・治療．

糖尿病・内分泌代謝科，Vol.56, No. 2, 

127-132, 2023 

11. 大月道夫. 下垂体機能低下症（ACTH 単独欠損

症、Sheehan 症候群）．A 視床下部・下垂体．

第４章 主要症候編．ここが知りたい！ 内分

泌疾患診療ハンドブック Ver.3，中外医学

社，171-178, 2023 

12. 鈴木幸二、田原 重志、服部 裕次郎、寺本 紳

一郎、森田 明夫：【高齢者の糖尿病・内分泌代
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内分泌代謝科 55(3): 292-300, 2022 

 

2.  学会発表 

（国際学会） 

1. Sumito Dateki, Genetics of combined 

pituitary hormone deficiency. The 17th 
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Research (ASPR2022), September 17-18, 

2022 Shenzhen, China/ Online 

2. Sumito Dateki, Midori Motokawa , Haruka 

Kawamura, Toshihiko Shirakawa,  Kohei 

Haraguchi,  Hiroyuki Mishima,  Koh-ichiro 

Yoshiura , and Hiroyuki Moriuchi. Trio 

whole-exome sequencing in patients with 

syndromic short stature of unknown cause. 

The 11th International Meeting of 

Pediatric Endocrinology （IMPE2023）March 

4th-7th, 2023 Buenos Aires, Argentina 

3. Midori Motokawa, Satoshi Watanabe, Akiko 

Nakatomi, Hiroyuki Mishima, Koh-ichiro 

Yoshiura, Hiroyuki Moriuchi, Sumito Dateki. 

Clinical usefulness of a deep learning-

based facial recognition application 

(Face2Gene) as a diagnostic tool for 

syndromic endocrine-related disorders. 

The 11th International Meeting of 

Pediatric Endocrinology （IMPE2023）March 

4th-7th, 2023 Buenos Aires, Argentina 

4. Hiroshi Nishioka. Challenging situations 

in pituitary tumor surgery. 20th Annual 

Scientific meeting / 22th Annual General 

meeting of NAM、August 25th-27th, 2022 
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Malasia 

 

（国内学会） 

1. 伊達木澄人. 成長曲線を用いた学校検診の

現状と課題 長崎市医師会学校医部会研修会, 
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2. 伊達木澄人. 成長曲線を用いた学校検診の

現状と課題 第 66回九州ブロック学校保健・

学校大会, 2022 年７月 31 日, 長崎 

3. 伊達木澄人. アノテーションのためのWEBツ

ールの紹介 第55回日本小児内分泌学会学術

集会 シンポジウム 2022 年 11 月 1-3 日（横

浜ハイブリッド開催）, 横浜 

4. 西岡宏. 下垂体腺腫の外科治療と周術期管理 

第 95 回日本内分泌学会学術総会. 2022 年 6

月 2-4 日, 別府 

5. 西岡宏. PitNET：WHO2022 分類と外科治療. 第

27 回日本脳腫瘍外科学会. 教育セミナー. 

2022 年 10 月 15 日, 浅草 

6. 西岡宏. Pituitary adenoma から PitNET へ：

アンケート調査報告を含めて. 第26回日本臨

床内分泌病理学会. 2022年 10月28-29日, 東

京 

7. 西岡宏, 長村義之, 笹野公伸, 井下尚, 島津

章 , 高 橋 裕 , 山 田 正 三 , 田 原 重 志 . 

Pituitary adenoma から PitNET へ：why and 

how? 第 32 回臨床内分泌代謝 Update. 2022 年

11 月 11-12 日, 東京 

8. 西岡宏, 小椋貴文, 福原紀章, 岡田満夫. 

Hardy手術から内視鏡下経鼻頭蓋底手術へ. 

第35回日本内視鏡外科学会. 2022年12月8-10

日, 名古屋 

9. 大月道夫, 下垂体・副腎疾患診療の最近の話

題-自験例より学んだこと-．特別講演．第 22

回日本内分泌学会北海道支部学術集会，札

幌．2022 年 10 月 16 日 

10. 大月道夫, 機能性下垂体腫瘍の薬物療法アッ

プデート．Meet the Expert 13．第 32 回臨

床内分泌代謝 Update. 2022 年 11 月 11-12

日, 東京 

11. 大月道夫, 内分泌緊急症の最新知見．専門医

単位取得のための指定講演．第 32回臨床内

分泌代謝 Update. 2022 年 11 月 11-12 日, 東

京 

12. 押野悟，齋藤洋一，向井康祐，大月道夫, 木

下学，木嶋教行，岩田貴光，小野田祐司，貴

島晴彦：クッシング病の難治例に対する治療

の現状．シンポジウム 4 機能腺腫（先端巨

大症、クッシング病、TSH 腺腫）の集学的治

療. 第 33 回間脳下垂体腫瘍学会. 2023 年 3

月 3-4 日, 那覇 

13. 大月道夫, 間脳下垂体疾患の内分泌学的診

断．教育セミナー1 EDS-1．第 33 回日本間脳

下垂体腫瘍学会. 2023 年 3 月 3-4 日, 那覇 

14. 天野耕作，小田侑一，木村しほり，山下薫，

関康史，木田可奈子，渡辺大輔，森本聡，大

月道夫，市原淳弘，川俣貴一：妊孕期女性の

プロラクチン産生下垂体腺腫に対する治療方

針. 第 95 回日本内分泌学会学術総会. 2022

年 6月 2-4 日, 別府 

15. 向井康祐，光井悠人，大月道夫，押野悟，森

井英一，木下学，齋藤洋一，下村伊一郎：先

端巨大症における TRH 負荷試験の GH 奇異反

応の強さとソマトスタチン治療有効性の関

連. 第 95 回日本内分泌学会学術総会. 2022

年 6月 2-4 日, 別府 

16. 光井悠人，向井康祐，福原淳範，木嶋教行，

押野悟，大月道夫，下村伊一郎：経口ブドウ

糖負荷試験で GH 奇異反応を認める先端巨大

症における薬物反応性. 第 95 回日本内分泌
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学会学術総会. 2022 年 6月 2-4 日, 別府 

17. 押野悟，木嶋教行，向井康祐，岩田貴光，小

野田裕司，木下学，大月道夫，齋藤洋一，貴

島晴彦：下垂体卒中の臨床像―初発症状によ

る違いー．第 95 回日本内分泌学会学術総会. 

2022 年 6月 2-4 日, 別府 

18. Karolina Budzen，向井康祐，光井悠人，大

月道夫，福原淳範，下村伊一郎：Concordant 

response to dynamic tests in Cushing’s 

disease. 第 32 回臨床内分泌代謝 Update. 

2022 年 11 月 11-12 日, 東京 

19. 井野元智恵. 下垂体・トルコ鞍部近傍. 第 40
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